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美⼜地区、美⼜共存同栄ハウスの概要

美⼜地区について

・浜田市金城町の北部に位置し、江津市
に隣接する。

・1864年に発見され、150年以上続く美
又温泉は、美肌効果が期待できるメタ
ケイ酸を豊富に含み、とろりとした肌
触りで美肌の湯・美人の湯として有名
である。

・美又温泉は、2024年温泉総選挙の
美肌部門で、全国1位に輝いている。
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美⼜地区、美⼜共存同栄ハウスの概要

美⼜共存同栄ハウスについて

・1937（昭和12）年に建築した美又信⽤購
買販売組合（旧農協）を、クラウドファン
ディングによってリノベーションした建物。

・建物正面に掲げられた「共存同栄」は、助
け合いながらともに繁栄していこうという
理念が込められている。

・ 「仲間と楽しみ、共に⾷事を作り、寝る
直前まで話し合うことで、コトが起きる」
共存同栄な場所を目指している。

・宿泊スペースや広々キッチンもあるので、
様々な⽤途で使⽤できる。
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プロジェクトの目的

・「美又信⽤購買販売組合（旧農協）」時代の思い出を記録し、継承する

→建物が地域の人にとってどのような存在だったのかを残し、リノベーショ
ン後もその価値を伝えるため。

・地域の人の期待を可視化することで、新たな活⽤のヒントを得る

→「共存同栄ハウス」に対する期待や想いを聞くことで、より地域に根差し
た活⽤方法を考えるため。

・地域のつながりを強める

→座談会を通じて、地域の人が共通の思い出を語り合い、「共存同栄ハウ
ス」への愛着を持ってもらうため。
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座談会について

インタビュー概要

場所：

座談会参加者：建物の近くに住んでいた人や、農協時代に勤務経験がある
人などの計６名

インタビュー内容：農協時代の思い出、今後の期待・想い

座談会後

文字おこし、執筆
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座談会の結果

農協時代の思い出

・販売と購買で木炭やお米の検査・管理をしていた。⾷料品や雑貨も売っており、
金城地区の中で最初に有線も導入された。

・頼母氏（たのもし）で利⽤していた。その時は魚を後ろの宿直室に運んでいた。
皆で⾷べるご飯は美味しかった。

・2階の講堂で皆で踊ったり出し物をしたりしていた。音頭や着物を着て各町内
が発表するのでにぎやかだった。

・講堂で映画会があり、履物は新聞紙に包んで持って上がっていた。建物は地域
のデパート的存在であった。

・倉庫にお米が沢山あり、皆に配給していた。お米がない時は小麦粉、砂糖など
を配給していた。

・床の工事の際に、1階の店舗を2階に移動して半年近く買い物をしてもらったこ
とがあった。量り売りの物は足りなくなって上司に叱られることもあった。 7



座談会の結果

今後の期待・想い

・建物を拠点に、皆が集う場所になってほしい。地域内は何をするにしても人数が
知れているので、外からも来てくれたら嬉しい。

・何かイベントがあったら参加してみたい。美又のことを知り、良いなと言っても
らえると嬉しいと感じる。

・地域住民に宿泊スペースの見学を行えば、何かいい話が出るかもしれない。最初
のうちはワイワイした方が良いと思う。

・賑やかになってくれればそれで良い。

・直しても閑古鳥が鳴いているようでは大変だと思うので、いる人が何かしようと
グループを作り、何か行うことで次第に人も集まると思う。若い人にも参加して
もらいたい。

・皆が元気でいればそれが一番良い。発展を願っている。
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座談会を行った感想

・予定よりも長く、1時間半に及ぶ座談会だったが、６人全員がとても楽しそうに話
されており、旧農協の建物は本当に地域から愛されていたということが分かった。

・定期的にイベントが開かれたり買い物ができたりなど、地域の中心的存在だった
ということが分かった。

・昔のことを知らない私にとっては全てか新鮮で、時々イメージを膨らませながら
座談会に参加していた。

・写真を持ち寄ってくださった方や、資料で下調べをして下さった方もおられ、よ
り思い出を詳細に伝えようとしてくださっていることが嬉しかった。
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座談会で大変だったこと

・人によって話す割合がなかなか同じにならなかった。

・方言が強く、時々何を話されているのか分からず、
聞き取ることに苦戦した

・本来の話と逸れることもあり、修正が難しかった。

・方言で聞き取りづらい箇所があった影響で、文字お
こしに苦戦した。１時間半分の文字おこしはWord12
ページにも及んだ。

実際の文字おこし↑
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美⼜共存同栄BOOKについて

執筆したものは「共存同栄BOOK」として
製本化。

実際に、クラウドファンディングの返礼品
の一つとして配布している。
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プロジェクトを通して学んだこと

・建物は単なる物理的な空間ではなく、地域
の人の思い出や歴史が詰まっている。

・リノベーションは、新しい価値や可能性を
生みだすチャンスになる。

・言葉を記録・整理することは難しいが、貴
重なエピソードを継承するためにとても重
要である。
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今後の展望

座談会内容の継承

→座談会で見えた建物の歴史や思い出などを記した
「共存同栄BOOK」をより多くの人に購読してもら
い、継承していくこと。

美⼜共存同栄ハウスの利⽤者促進

→生まれ変わった建物の利⽤を、SNSやインターネッ
ト、チラシなどの様々な媒体で促すこと。

（例）実際に『美又「共存同栄」だより』という広報
誌を、季節ごとに美又地区に全戸配布している。
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